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平成２8年度

一般会計・特別会計・企業会計補正予算を可決
　歳入の主なものは、地方交付税および前年度決算に伴う繰越金や、各種事業に伴う国・県支出金、分担金お
よび負担金、諸収入、市債の増のほか、工業団地用地売払いに伴う財産収入の増、臨時財政対策債の減、財源
調整としての財政調整基金繰入金の減などである。
　歳出の主なものは、小城第5投票所改修工事費、戸籍・住基事務費、国民健康保険特別会計繰出金、地域介護・
福祉空間整備推進補助金、林業施設災害復旧費、農地及び農業用施設災害復旧費、農業排水施設維持管理事業、
道路橋りょう災害復旧事業、河川災害復旧事業、牛津小学校施設大規模改造事業などである。
　また、人事異動等に伴う職員の人件費および大雨災害に伴う予備費を充用した額の補正についても計上して
いる。

事　業　名 補正予算額 事　業　名 補正予算額
農地及び農業用施設災害復旧事業 ４,２７２万円 小城第５投票所（織島倉庫）改修工事 ５９２万円
道路橋りょう災害復旧事業   ２,９８１万円 基盤整備促進事業（三日月東部） ３００万円
林業施設災害復旧事業 ６７７万円 基盤整備促進事業（三日月町樋口・金田） １９０万円

牛津小学校施設大規模改造事業 ６０９万円 地域介護・福祉空間整備推進補助金
（介護ロボット等導入支援補助事業） １７９万円

＜ 一 般 会 計 補 正 予 算 の 主 な も の ＞

　

釘
本
萬
壽
美
氏
が
平
成
２８

年
１２
月
３１
日
に
任
期
満
了
と

な
る
た
め
再
度
推
薦
す
る
こ

と
に
同
意
。

意
見
書

（
第
４
号
）

　
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書

　

首
相
の
直
属
諮
問
会
議
で

あ
る
経
済
財
政
諮
問
会
議

は
、
２
０
２
０
年
度
ま
で
に

財
政
健
全
化
に
向
け
た
方
向

を
示
す
。

　

特
に
増
え
続
け
る
社
会
保

障
費
と
地
方
財
政
に
抑
制
方

策
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
も
、
地
方
財
政
で

あ
る
地
方
交
付
税
の
総
額
確

保
を
求
め
て
総
理
大
臣
を
は

じ
め
、
関
係
大
臣
に
送
付
し

た
。 人

権
擁
護
委
員
の
推
薦

平
成
2８
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正

  平成２８年度　９月補正予算の状況  
一 般 会 計 ・ 特 別 会 計

会　計　区　分 補正前の額 補　正　額 補正後の額
一　般　会　計（第４号） ２１８億５,９１１万円 ３億１,５８５万円 ２２１億７,４９７万円
特　別　会　計 ９１億６,４９０万円 １,２９１万円  ９１億７,７８２万円
授産場特別会計（第１号） ２,５１６万円 −         ２,５１６万円
簡易水道特別会計（第１号）   ９９４万円 −  ９９４万円
下水道特別会計（第１号） ２３億８,０２８万円 ２８８万円  ２３億８,３１７万円
国民健康保険特別会計（第２号） ６２億４,５１３万円  １０万円 ６２億４,５２４万円
後期高齢者医療特別会計（第１号）  ５億４３７万円         ９９２万円 ５億１,４２９万円

※単位未満は切り捨てています。

企 業 会 計
会　計　区　分 補正前の額 補　正　額 補正後の額

水道事業会計（第１号） ５億９,４７８万円 ６０万円 ５億９,５３８万円
病院事業会計（第１号） １４億１,３２１万円 − １４億１,３２１万円

※単位未満は切り捨てています。
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（
議
案
第
４９
号
）

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
公

職
選
挙
法
に
基
づ
く
選
出
か

ら
市
長
の
任
命
制
度
に
変
更

さ
れ
、
ま
た
会
議
を
機
動
的

に
開
催
で
き
る
よ
う
委
員
の

数
は
現
行
の
半
分
程
度
と

し
、
新
た
に
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
設
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
た
め
、
農
業
委
員
会

の
委
員
及
び
推
進
委
員
の
定

数
を
定
め
る
必
要
が
あ
り
、

農
業
委
員
の
定
数
が
２７
人
か

ら
１４
人
に
、
推
進
委
員
の
定

数
は
２５
人
と
定
め
ら
れ
た
。

（
議
案
第
５１
号
）

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
、コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
、

市
税
の
証
明
書
や
印
鑑
登
録

証
明
書
の
交
付
サ
ー
ビ
ス
実

施
に
伴
い
、
手
数
料
を
定
め

る
も
の
。
通
常
、
窓
口
で
は

三
百
円
の
と
こ
ろ
を
コ
ン
ビ

ニ
で
は
二
百
五
十
円
。

（
議
案
第
７１
号
）

　

平
成
２８
年
度
牛
津
小
学
校

施
設
大
規
模
改
造
事
業
校
舎

棟
、
屋
内
運
動
場
棟
改
修
工
事

に
伴
い
、
条
件
付
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
、
中
島
工
務
店
、

エ
グ
チ
・
ビ
ル
ド
共
同
企
業

体
と
契
約
を
締
結
。
屋
上
防

水
、
外
壁
・
屋
内
塗
装
・
床
・

ト
イ
レ
改
修
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
な
ど
を
行
い
、
平
成
３０
年

度
に
工
事
完
了
予
定
。
契
約
額

は
６
億
９
、
０
１
２
万
円
。

（
議
案
第
７２
号
）

　

平
成
２８
年
度
桜
岡
小
学
校

プ
ー
ル
改
築
事
業
プ
ー
ル
建

設
工
事
に
伴
い
、
条
件
付
一
般

競
争
入
札
で
（
株
）
中
島
工
務

店
が
契
約
の
相
手
方
に
決
定
。

２５
メ
ー
ト
ル
大
プ
ー
ル
・
小

プ
ー
ル
の
本
体
工
事
と
付
属

棟
（
更
衣
室
、
ト
イ
レ
、
機
械

室
、
倉
庫
等
）
の
工
事
及
び
外

構
工
事
を
行
う
。
今
年
度
中
に

工
事
完
了
予
定
。
契
約
額
は
１

億
７
、
６
０
４
万
円
。

総務・市民
５
９
２
万
円

織
島
倉
庫（
投
票
所
）の

改
修
工
事

　

三
日
月
町
織
島
に
あ
る
第

５
投
票
所
は
、
倉
庫
を
一
部

利
用
し
て
い
た
が
、
傷
み
も

ひ
ど
い
こ
と
か
ら
、
倉
庫
東

部
分
の
旧
Ｊ
Ａ
店
舗
部
分
を

活
用
し
、
休
憩
室
の
改
修
、

ト
イ
レ
の
新
設
で
投
票
環
境

を
整
え
る
。

産業・建設4
、
２
７
２
万
円

農
地
及
び
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
事
業

　

平
成
２８
年
４
月
２１
日
の
豪

雨
及
び
、
６
月
２２
日
か
ら
の

梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
っ
て
被

災
し
た
農
地
（
田
・
畑
）、

農
業
用
施
設
（
農
道
・
水
路
）

を
原
形
復
旧
し
、
農
地
・
農

業
用
施
設
の
回
復
を
図
る
。

2
、
９
８
１
万
円

道
路
橋
り
ょ
う
災

害
復
旧
事
業

　

６
月
１９
日
～
２５
日
の
梅
雨

前
線
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た

道
路
を
原
形
に
復
旧
し
、
道

路
の
安
全
性
確
保
を
図
る
。

６
７
７
万
円

林
業
施
設
災
害
復

旧
事
業

　

６
月
２２
日
か
ら
の
梅
雨
前

線
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
林

道
天
山
線
、
川
内
線
、
３
か

所
の
林
道
の
路
肩
、
舗
装
及

び
林
道
敷
に
堆
積
し
た
土
砂

を
撤
去
し
、原
形
復
旧
す
る
。

主
な
議
案

小
城
市
農
業
委
員
会
の
委
員

及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例

小
城
市
手
数
料
徴
収
条
例
及

び
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

主
な
事
業

主
な
議
案

主
な
事
業

▶︎
江
里
山
農
地

　
畦け

い
畔は
ん
法の
り
面め
ん
崩
落

▲︎市道　川原・桑鶴線▲︎�林道天山線（焼山〜江里山間）ガードレール・法面崩落
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会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果

平成２8年 第３回　小城市議会定例会 議決結果（９月21日）

議案番号 件　　　　　　　　名 委員会付託 結　　果

議案第４８号 工事請負契約の締結について ― 可決（全員賛成）
議案第４９号 小城市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条例 産 可決（賛成２０：反対１）

議案第５０号 小城市議会議員及び小城市長の選挙における選挙運動用自動車の使用及び選
挙運動用ポスター等の作成の公費負担に関する条例の一部を改正する条例 総 可決（全員賛成）

議案第５１号 小城市手数料徴収条例及び小城市印鑑条例の一部を改正する条例 総 可決（全員賛成）
議案第５２号 小城市税条例等の一部を改正する条例 総 可決（全員賛成）
議案第５３号 第２次小城市総合計画の基本構想及び基本計画について ― 可決（賛成２０：反対１）
議案第５４号 小城市道路線の廃止について 産 可決（全員賛成）
議案第６３号 平成２８年度小城市一般会計補正予算（第４号） 総・文・産 可決（全員賛成）
議案第６４号 平成２８年度小城市授産場特別会計補正予算（第１号） 文 可決（全員賛成）
議案第６５号 平成２８年度小城市簡易水道特別会計補正予算（第１号） 産 可決（全員賛成）
議案第６６号 平成２８年度小城市下水道特別会計補正予算（第１号） 産 可決（全員賛成）
議案第６７号 平成２８年度小城市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 総 可決（全員賛成）
議案第６８号 平成２８年度小城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 総 可決（全員賛成）
議案第６９号 平成２８年度小城市水道事業会計補正予算（第１号） 産 可決（全員賛成）
議案第７０号 平成２８年度小城市病院事業会計補正予算（第１号） 文 可決（全員賛成）
議案第７１号 工事請負契約の締結について 文 可決（全員賛成）
議案第７２号 工事請負契約の締結について 文 可決（全員賛成）
諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について ― 適任（全員賛成）
報告第７号 平成２７年度小城市一般会計継続費精算報告書 文・産 承認（全員賛成）
報告第８号 平成２７年度小城市下水道特別会計継続費精算報告書 産 承認（全員賛成）
報告第９号 専決処分の報告について 文 承認（全員賛成）
報告第１０号 専決処分の報告について 文 承認（全員賛成）
報告第１１号 専決処分の報告について 文 承認（全員賛成）
報告第１２号 専決処分の報告について 産 承認（全員賛成）
報告第１３号 専決処分の報告について 産 承認（全員賛成）

意見書第４号 地方財政の充実・強化を求める意見書 ― 可決（賛成２０：反対１）
発議第１号 議会改革特別委員会設置に関する決議 ― 可決（全員賛成）

付託委員会名　総…総務　　文…文教厚生　　産…産業建設　　−…委員会付託なし

議案等の賛否一覧（全会一致以外のみ掲載）
平野泰造議長は採決には加わりません

議員名

議案番号

松
並
　
陽
一

永
渕
　
和
正

西
　
　
正
博

光
岡
　
　
実

富
永
　
正
樹

諸
泉
　
定
次

樋
渡
　
邦
美

中
島
　
正
之

中
島
　
正
樹

江
島
佐
知
子

深
川
　
高
志

市
丸
　
典
夫

岸
川
　
英
樹

上
瀧
　
政
登

香
月
チ
エ
ミ

合
瀬
　
健
一

松
尾
　
義
幸

堤
　
　
克
彦

下
村
　
仁
司

北
島
　
文
孝

大
坪
　
德
葊

議案
第４９号

小城市農業委員会の委員及び農地
利用最適化推進委員の定数に関す
る条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

議案
第５３号

第２次小城市総合計画の基本構想
及び基本計画について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

意見書
第４号

地方財政の充実・強化を求める意
見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　●：反対

会
議
結
果

賛
否
一
覧
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産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
９
月
1４
日
）

問

議
案
第
４９
号
小
城
市
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
に
つ
い

て
、
農
業
委
員
定
数
１４
人
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

定
数
２５
人
は
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か
。

答

今
回
の
改
正
で
は
、
青
年
を
入
れ
る
こ
と
、
年
齢

と
性
別
は
か
た
よ
ら
な
い
よ
う
強
く
指
導
さ
れ
て
い
る
。

女
性
農
業
委
員
の
登
用
を
強
く
働
き
か
け
た
い
。
農
業
委

員
の
配
分
に
つ

い
て
は
旧
町
毎

の
生
産
組
合
、
区

長
会
、
農
業
団
体

等
説
明
、
依
頼
し

て
い
き
た
い
。
農

業
委
員
の
条
件

と
な
る
半
分
以

上
は
認
定
農
業

者
。
年
齢
は
均
等

に
、
女
性
の
方
に

も
お
願
い
し
、
推

進
委
員
も
同
様
に
決
定
し
て
い
く
。

問

空
き
家
等
対
策
推
進
事
業
の
３２
万
４
千
円
の
経
費

は
、
防
護
ネ
ッ
ト
等
で
３
回
分
と
い
う
こ
と
だ
が
、
３
回

分
な
の
か
、
３
軒
分
な
の
か
。
掛
か
っ
た
経
費
は
所
有
者

か
ら
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
だ
が
。

答

基
本
的
に
は
１
家
屋
１
回
と
い
う
考
え
方
で
い

る
。
消
耗
品
の
防
護
ネ
ッ
ト
及
び
保
護
材
等
は
市
の
所
有

物
に
な
る
の
で
請
求
し
な
い
。
た
だ
防
護
ネ
ッ
ト
を
設
置

す
る
に
当
た
っ
て
は
専
門
の
業
者
に
委
託
を
想
定
し
て
お

り
、
そ
の
経
費
に
つ
い
て
所
有
者
に
負
担
を
求
め
る
。

常 任 委 員 会 報 告

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
９
月
15
日
）

問

平
成
２８
年
度
小
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
で
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
推
進
補
助
金
に
つ
い

て
、
今
回
補
助
す
る
の
は
２
事
業
所
と
い
う
こ
と
だ
が
、

補
助
対
象
と
な
る
の
は
い
く
つ
あ
っ
て
、
募
集
は
ど
う
し

た
の
か
。
ま
た
、
１
年
限
り
の
補
助
と
い
う
こ
と
だ
が
、

今
後
需
要
が
増
え
る
と
思
う
の
で
継
続
す
る
見
込
み
は
な

い
の
か
。

答

対
象
と
な
る
の
は
４９
事
業
所
で
、
全
て
の
事
業
所

に
お
知
ら
せ
を
し
て
、
２
事
業
所
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
。

　

国
の
補
助
制
度
が
来
年
以
降
分
に
つ
い
て
は
話
は
あ
っ

て
い
な
い
。
市
単
独
で
の
補
助
も
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
に

く
い
。

問

議
案
第
７２
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、

桜
岡
小
学
校
プ
ー
ル
建
設
工
事
の
内
容
は
。

答

工
事
の
概
要
は
造
成
工
事
、
２５
ｍ
６
コ
ー
ス
の

プ
ー
ル
、
小
プ
ー
ル
、
外
構
工
事
や
更
衣
室
、
ト
イ
レ
等

の
管
理
棟
で
あ
る
。

総
務
常
任
委
員
会
（
９
月
13
日
）

問

議
案
第
５１
号
小
城

市
手
数
料
徴
収
条
例
及
び

小
城
市
印
鑑
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
、
住
民
票
、
印
鑑
証
明
、

所
得
の
証
明
な
ど
の
手

数
料
は
３
０
０
円
で
あ
る

が
、
コ
ン
ビ
ニ
で
取
れ
ば

２
５
０
円
で
あ
る
。
住
民

票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
発
行
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

用
紙
代
な
ど
を
含

め
て
全
国
一
律
で
定
め
ら

れ
た
金
額
（
１
２
３
円
）

で
あ
る
。
平
成
２９
年
１
月

１
日
か
ら
施
行
。

コンビニ交付実施店舗
事業者名 店舗数（全国）

平成２８年３月末
店舗数

（県内）
店舗数

（市内）
セブン－イレブン １８，５９４ １８３ ９

ローソン １１，56５ ６６ ５
ファミリーマート １１，６８５ ８０ １

ミニストップ  2，151 17 ０
� ※ミニストップは順次導入予定

▶︎�

コ
ン
ビ
ニ
発
行
に
必
要
な
個

人
カ
ー
ド

　９月９日の本会議において、各常任委
員会に付託された議案審査は、慎重な審
査の結果、全議案について可決した。

▲農業委員による農地パトロール

▲導入予定の介護ロボット

常
任
委
員
会
報
告
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つ
い
て
は
、寄
附
者
の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

滞
納
・
未
収
金
対
策
は

問

市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
と
の
滞
納
対
策
に
つ
い

て
、
事
前
の
対
処
を
行
う
と
と
も
に
、
特
に
高
額
滞
納
者

対
策
に
つ
い
て
は
、
そ
の
縮
減
に
努
め
る
こ
と
。

答

税
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
、
法
令
に
基
づ

い
た
滞
納
整
理
は
行
う
と
共
に
、
納
税
者
の
自
主
納
付
を

推
進
す
る
た
め
特
別
徴
収
の
適
正
な
取
り
扱
い
や
口
座
振

替
の
推
進
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
等
の
納
付
環
境
の
整
備
や
効

率
的
な
収
納
体
制
の
整
備
に
努
め
な
が
ら
、
市
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
徴
収
業
務
を
行
う
こ
と
で
収
納
率
の
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。
督
促
状
や
催
促
状
の
発
送
な
ど
早
期
か
つ

的
確
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
、
滞
納
の
き
っ
か
け
を
作
ら

な
い
対
策
を
取
っ
て
い
る
。
累
積
滞
納
額
の
増
加
を
防
ぎ

滞
納
額
の
縮
減
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、
過
年
度
分
の
滞

納
対
策
を
進
め
る
一
方
で
、
現
年
度
分
の
徴
収
率
向
上
に

係
る
対
策
を
強
化
し
、
滞
納
額
の
縮
減
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
ど
う
生
か
す
か

問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
導
入
し
て
一
定
期
間
経
過
す
る

が
、
そ
の
効
果
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

実
績
と
し
て
示
す
の
は
難
し
い
が
、
子
ど
も
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
一
定
の
効
果
は
出
て
い
る

と
と
ら
え
て
い
る
。

決算審査特別委員会報告

答

合
併
特
例
債
の
小
城
市
の
上
限
額
は
、
公
共
施
設

整
備
事
業
や
基
金
積
立
合
わ
せ
て
２
３
９
億
１
千
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
事
業
費
の
９５
％
に
あ
た
る
２
２
７
億

１
千
万
円
が
発
行
限
度
額
で
あ
る
。
発
行
期
限
も
５
年
間

延
長
さ
れ
て
平
成
２５
年
度
に
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
変
更
を

行
っ
て
平
成
２６
年
度
か
ら
３１
年
度
ま
で
の
合
併
特
例
債
の

発
行
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
小
城
市
で
は
毎
年
財
政
計

画
の
ロ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
、
翌
年
度
以
降
の
事
業
等
に
つ

い
て
確
認
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
合
併
特
例
債

の
活
用
に
つ
い
て
も
検
証
や
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
歳

入
に
つ
い
て
は
依
存
財
源
が
歳
入
全
体
の
約
３
分
の
２
を

占
め
て
お
り
、
市
の
自
立
性
を
高
め
る
に
は
更
な
る
自
主

財
源
の
確
保
と
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
の
財
政
運
営

と
し
て
は
、
経
常
的
経
費
の
縮
減
な
ど
歳
入
に
見
合
う
歳

出
、
い
わ
ゆ
る
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
や
っ
て

い
く
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
コ
ス
ト
意
識
を
順
守

し
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
考
え
方
の
徹
底
を
行

う
な
ど
一
層
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
は
重
要
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
基
金
化
の
考
え
は

問

ふ
る
さ
と
納
税
の
益
金
が
、
各
事
業
に
振
り
分
け

ら
れ
各
基
金
の
取
り
崩
し
を
少
な
く
し
て
財
政
的
に
助

か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
後
の
地
方
交
付
税
の
削
減
を

考
え
る
と
、
納
税
者
の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
益
金
を
基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答

自
主
財
源
に
つ
い
て
は
厳
し
い
状
況
。
こ
れ
か
ら

交
付
税
も
削
減
さ
れ
て
く
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
益
金
に

適
正
な
財
源
の
あ
て
方
は

問

多
久
導
水
路
の
工
事
費
や
芦
刈
町
新
村
地
区
の
ポ

ン
プ
設
備
補
修
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
初
は
地
方
債
を

活
用
す
る
予
定
で
あ
っ
た
も
の
が
、
地
方
債
を
借
り
ず
に

平
成
２８
年
度
か
ら
一
般
財
源
を
あ
て
る
計
画
。
地
方
債
が

借
り
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
活
用
す
べ
き
で
は
。

答

当
初
は
地
方
債
を
活
用
す
る
予
定
で
あ
っ
た
も
の

が
、
地
方
債
を
借
り
ず
に
平
成
２８
年
度
か
ら
一
般
財
源
を

あ
て
る
計
画
。地
方
債
は
後
年
度
に
償
還
が
必
要
に
な
る
。

平
成
２８
年
度
の
当
初
予
算
か
ら
将
来
の
財
政
に
負
担
と
な

る
交
付
税
の
算
入
割
合
の
低
い
地
方
債
は
極
力
借
り
な
い

と
の
考
え
に
立
っ
て
予
算
編
成
を
行
っ
た
。

自
主
財
源
確
保
と
財
政
の
見
通
し
は

問

中
期
財
政
計
画
が
平
成
２５
年
度
に
示
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
後
予
定
さ
れ
て
い
な
い
事
業
や
、
施
策
が
発
生

し
て
お
り
、
合
併
特
例
債
の
平
成
２７
年
度
現
在
で
の
活
用

状
況
を
検
証
し
て
、必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

小
城
市
の
財
政
が
依
存
財
源
に
頼
り
す
ぎ
て
い
る
こ
と
に

よ
り
弱
体
化
し
て
い
る
。
今
後
の
予
算
編
成
に
は
そ
こ
を

よ
く
勘
案
し
て
次
年
度
予
算
編
成
に
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
。

平
成
２８
年
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
、
平
成
２７
年
年
度
小
城
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
他
７
議
案
に
つ
い
て
は
、
９

月
２３
日
か
ら
１０
月
５
日
ま
で
委
員
会
を
開
催
し
、
い
ず

れ
も
こ
れ
を
「
認
定
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告
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平成２8年 第３回　小城市議会定例会 決算議案議決結果（１０月７日）

議案番号 件　　　　　　　　名 委員会付託 結　　果

議案第５５号 平成２７年度小城市一般会計歳入歳出決算認定について

決算審査
特別委員会

認定（賛成１９・反対２）

議案第５６号 平成２７年度小城市授産場特別会計歳入歳出決算認定について

認定（全員賛成）議案第５７号 平成２７年度小城市簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について

議案第５８号 平成２７年度小城市下水道特別会計歳入歳出決算認定について

議案第５９号 平成２７年度小城市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定（賛成２０・反対１）

議案第６０号 平成２７年度小城市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定（賛成２０・反対１）

議案第６１号 平成２７年度小城市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
認定（全員賛成）

議案第６２号 平成２７年度小城市病院事業会計決算認定について

議案等の賛否一覧（全会一致以外のみ掲載）
平野泰造議長は採決には加わりません

議員名

議案番号

松
並
　
陽
一

永
渕
　
和
正

西
　
　
正
博

光
岡
　
　
実

富
永
　
正
樹

諸
泉
　
定
次

樋
渡
　
邦
美

中
島
　
正
之

中
島
　
正
樹

江
島
佐
知
子

深
川
　
高
志

市
丸
　
典
夫

岸
川
　
英
樹

上
瀧
　
政
登

香
月
チ
エ
ミ

合
瀬
　
健
一

松
尾
　
義
幸

堤
　
　
克
彦

下
村
　
仁
司

北
島
　
文
孝

大
坪
　
德
葊

議案
第５５号

平成２７年度小城市一般会計歳入歳
出決算認定について ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

議案
第５９号

平成２７年度小城市国民健康保険特
別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

議案
第６０号

平成２７年度小城市後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算認定につい
て

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

○：賛成　●：反対

問

市
内
だ
け
で
は
な
く
、
県
内
や
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
定
住
促
進

に
も
生
か
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

県
内
の
学
校
関
係
者
に
は
報
告
し
て
い
る
が
、
他
部
署
と
も
連
携

し
、
も
っ
と
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

６
次
産
業
化
と
ふ
る
さ
と
納
税

問

ふ
る
さ
と
納
税
は
市
民
の
仕
事
起
こ
し
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
一

定
の
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
６
次
産
業
化
の
推
進
も
商
品
化
ま
で
は
事

業
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
が
、販
売
ル
ー
ト
の
確
立
が
不
十
分
で
あ
り
、

６
次
産
業
化
産
品
を
ふ
る
さ
と
納
税
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
商
業
ベ
ー
ス
に

つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答

現
在
、
補
助
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
相
談
し
て
、
商
品
化
に
結
び

つ
い
た
産
品
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
の
相
談
を

し
、
補
助
団
体
及
び
関
係
各
課
と
連
携
、
相
談
を
し
な
が
ら
、
６
次
産
業

化
の
進
展
に
取
り
組
む
。

ゆ
め
ぷ
ら
っ
と
小
城
の
入
札
は

問

ゆ
め
ぷ
ら
っ
と
小
城
の
建

築
工
事
の
入
札
の
予
定
価
格
は
、

な
ぜ
予
算
を
超
え
て
決
定
し
た

か
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
誤
り
が

再
び
生
じ
な
い
よ
う
に
、
予
定
価

格
調
書
を
見
直
す
こ
と
は
。

答

建
築
工
事
の
設
計
金
額
を

予
定
価
格
と
し
た
。
予
定
価
格
調

書
の
見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

▲設計変更された
ゆめぷらっと小城の現地視察

決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告



　
　
　

初
代
市
長
と
し
て
こ

れ
ま
で
の
行
政
運
営
と
未
来

に
向
け
た
小
城
市
の
課
題
は
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
の
行
政
運

営
と
し
て
、
①
４
つ
の
庁
舎

の
一
本
化
と
そ
の
跡
地
活

用
。
②
教
育
環
境
の
充
実
、

施
設
整
備
も
大
事
だ
が
、
特

に
中
身
の
充
実
に
つ
い
て
図

る
。
③
小
城
町
の
中
心
市
街

地
の
活
性
化
整
備
。
④
下

水
道
の
整
備
、

農
林
水
産
の
振

興
、企
業
誘
致
、

市
営
住
宅
の
整

備
等
。

　

今
後
の
課
題

と
し
て
は
①
少

子
・
高
齢
化
に

伴
う
地
域
の
維

持
。
②
ひ
と
り

親
家
庭
の
増
に

よ
る
子
供
の
貧

困
対
策
。

③
核
家
族
の
中

で
の
空
き
家
問

題
等
が
社
会
状

況
の
変
化
に
ど
う
行
政
、
地

域
が
対
応
、
対
処
し
て
い
く

か
が
大
き
な
課
題
と
思
う
。

　
　
　

前
回
選
挙
で
の
６
つ

の
公
約
の
展
開
は
。

　
　
　

①
市
民
と
の
対
話
・

語
る
会
の
充
実
。

②
ス
ポ
ー
ツ
伝
統
文
化
に
よ

る
人
づ
く
り
街
づ
く
り
。

③
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ

れ
る
商
店
街
づ
く
り
。

④
６
次
産
業
を
推
進
し
た
ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
。

⑤
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
で
地
域
の

資
源
み
が
き
。

⑥
企
業
誘
致
へ
全
力
投
球
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
し
っ

か
り
と
取
り
組
み
、
展
開
を

し
て
き
た
。

樋
渡

市
長

樋
渡

市
長

来
春
の
市
長
選
挙
に
お
け
る

市
長
自
身
の
心
は

市
長
慎
重
に
考
え
た
い
し
、
ま
だ
結
論

が
出
て
い
な
い
状
況

樋渡　邦美

▲行政運営をつかさどる小城市役所

教
育
長
一
歩
踏
み
込
ん
で

エ
ア
コ
ン
設
置
を
検
討
し
て
い
く

　
　
　

①
教
育
委
員
会
は
、

「
扇
風
機
で
い
く
」
と
決
め

て
い
る
が
、
猛
暑
が
続
く
中

で
再
検
討
が
必
要
で
は
。

②
県
内
自
治
体
の
小
中
学
校

普
通
教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置

状
況
が
、
平
成
２５
年
１２
月
、

私
の
一
般
質
問
時
と
ど
う
変

化
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　

①
や
っ
ぱ
り
こ
の

ま
ま
扇
風
機
で
い
い
の
か

と
、
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

②
１
市
３
町
で
設
置
さ
れ
て

い
た
。
そ
れ
が
４
市
３
町
増

え
、
現
在
エ
ア
コ
ン
設
置
完

了
は
、
５
市
６
町
。

　
　
　

平
成
２６
年
度
室
温
調

査
が
行
わ
れ
、
９
月
、
３０
度

以
上
の
日
数
が
砥
川
小
で
１０

日
、
桜
岡
小
で
１９
日
続
い
て

い
る
が
。

　
　
　
　

扇
風
機
を
設
置
し

て
５
年
経
過
し
た
今
、
急
激

な
環
境
の
変
化
の
中
で
、
も

う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
教
育

委
員
会
で
エ
ア

コ
ン
設
置
に
つ

い
て
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　

小
・
中

学
校
の
普
通
教

室
が
１
１
７
あ

る
。
幾
ら
の
予

算
が
必
要
か
。

　
　
　
　

１
教

室
に
２
台
設
置

し
た
場
合
、
約

２
億
円
が
必

要
。
３
分
の
１
の
補
助
が
あ

り
、
補
助
以
外
の
７５
％
に
地

方
債
が
充
当
で
き
る
。

　
　
　

そ
ろ
そ
ろ
改
善
を
私

自
身
思
っ
て
い
る
。
教
育
委

員
会
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

江
島
松
尾

教
育
長

松
尾

市
長
教
育
長

江
島
松
尾

市
長
教
育
長

市
長

松尾　義幸

小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置

の
考
え
は

▲扇風機が並ぶ、普通教室（牛津中）
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①
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

１
位
は
、
市
内
で
働
く
職
場

が
少
な
い
。
力
を
入
れ
る
べ

き
施
策
は
商
工
業
の
振
興
と

あ
わ
せ
て
就
労
の
場
の
確

保
。
計
画
の
中
で
は
具
体
的

な
施
策
が
見
え
な
い
。
市
民

ニ
ー
ズ
に
ど
う
応
え
る
か
。

②
商
工
業
の
実
態
は
表
の
と

お
り
衰
退
し
て
い
る
。
市
民

が
市
内
に
就
労
の
場
を
求
め

て
い
る
の
は
明
白
で
あ
り
、

ど
う
取
り
組
む
か
。

　
　
　

①
就
労
の
場
は
市
内

に
も
必
要
で
あ
る
が
、
佐
賀

市
で
の
就
労
も
視
野
に
入
れ

る
べ
き
。

②
市
内
の
商
工
業
の
実
態
は

日
々
実
感
し
て
い
る
。
上
向

く
施
策
に
取
り
組
む
。

　
　
　

小
城
蛍
の
郷
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
パ
ー
ク
の
工
場
団
地

約
２
・
９
ｈａ
は
完
売
し
た

が
、
総
事
業
費
約
３
億
４
千

万
円
に
対
し
て
土
地
売
払
収

入
は
約
２
億
１
千
２
百
万

円
。
不
足
の
約
１
億
２
千
８

百
万
円
は
何
か
。
分
譲
地
内

の
経
費
は
す
べ
て
分
譲
価
格

に
算
入
し
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　

差
額
は
、
団
地

内
道
路
や
水
道
設
備
、
井
戸

水
調
査
な
ど
の
費
用
で
あ
る
。

　
　
　

国
道
３４
号
線
に
接
す

る
牛
津
町
乙
柳
地
区
の
産
業

用
地
可
能
性
調
査
結
果
を
ど

う
生
か
す
か
。

　
　
　

個
別
的
な
案
件
と
し

て
、
土
地
の
紹
介
等
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

永
渕

市
長

永
渕

産
業
部
長

永
渕

市
長

永渕　和正

第
２
次
総
合
計
画
で
の

商
・
工
業
の
振
興
策
は

市
長
優
良
企
業
の
立
地
促
進
、

商
店
街
の
活
性
化
に
取
り
組
む

▼市内の商工業の推移
商　　業 工　　業

調査年 平成１４年 平成２６年 比　較 調査年 平成１４年 平成２６年 比　較

商店数
店 店 店

事業所数
事業所 事業所 事業所

550 348 減 202 81 56 減 25

従業員数
人 人 人

従業者数
人 人 人

3,229 2,347 減 882 1,709 1,418 減 291

商品販売額
億円 億円 億円

製造品出荷額
億円 億円 億円

715 579 減 136 341 269 減 72
資料：商・工業統計調査

　
　
　

昨
年
１２
月
議
会
で
小

城
市
空
家
条
例
が
可
決
さ

れ
、
４
月
よ
り
１０
名
の
委
員

で
の
小
城
市
空
家
等
対
策
協

議
会
が
設
置
さ
れ
た
が
、
ど

の
よ
う
な
動
向
か
。

　

ま
た
、
危
険
家
屋
と
さ
れ

る
特
定
空
家
の
対

策
と
、
国
・
県
の

不
備
な
面
の
要
請

は
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

小
城
市
空

家
対
策
協
議
会

は
、
区
長
会
、
土

地
家
屋
調
査
士

会
、
建
築
士
会
、

警
察
・
消
防
等
の

１０
名
の
委
員
で
、

１０
月
に
初
会
議
を

予
定
し
て
い
る
。

　

空
き
家
の
状
況

把
握
と
対
策
計
画
の
策
定
と

実
施
、
個
別
案
件
の
措
置
等

の
協
議
を
想
定
し
て
い
る
。

現
在
、
委
託
業
者
に
発
注
し

９
月
よ
り
現
地
調
査
を
開
始

し
た
。

　

特
定
空
き
家
の
処
理
費
用

は
国
の
支
援
制
度
は
あ
る

が
、
市
の
負
担
も
あ
り
制
度

の
不
備
で
解
決
で
き
る
状
況

に
な
く
、
市
長
会
で
要
望
し

て
い
る
。

　
　
　

消
防
署
の
２
年
毎
の

調
査
で
は
平
成
２７
年
度
で
は

４
２
７
件
と
２
年
前
よ
り
５３

件
減
っ
た
。
原
因
は
。

　
　
　
　
　

市
で
は
水
道
閉

栓
デ
ー
タ
で
、
２
０
１
８
棟

を
空
家
と
し
て
把
握
し
て
お

り
、
現
在
調
査
中
で
あ
る
。

○
都
市
計
画
と
行
政
区
の
区

割
○
英
語
教
育
の
義
務
化
と
多

忙
化
対
策

諸
泉

市
長

諸
泉

教
育
長

建
設
部
長

そ
の
他
の
質
問

▲危険家屋とされる特定空き家

諸泉　定次

小
城
市
空
家
等
対
策
協
議
会

の
動
向
は

市
長
１０
月
に
初
会
議
で
の
準
備
を

進
め
て
い
る
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具
体
的
な
事
業
と
反

省
点
は
。

　
　
　

①
教
育
環
境
の
ソ
フ

ト
、
ハ
ー
ド
を
含
め
た
整
備

が
で
き
た
。

②
庁
舎
の
一
本
化
に
伴
い
そ

れ
ぞ
れ
の
跡
地
活
用
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

③
小
城
市
に
は
核
と
な
る
中

心
市
街
地
が
２
つ
あ
る
が
、

空
洞
化
対
策
と
し
て
、
一
つ

は
国
の
事
業
を
活
用
し
て
終

え
、
も
う
一
つ
も
課
題
は
あ

る
が
取
り
組
む

べ
き
と
思
う
。

　

反
省
点
に
つ

い
て
は
市
内
に

は
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
４
つ

あ
る
が
人
口
４

万
６
千
人
と
い

う
規
模
を
考
え

る
と
、
建
設
し

て
日
が
浅
か
っ

た
た
め
一
本
化

で
き
な
か
っ
た

こ
と
。
ま
た
下

水
道
事
業
に
つ

い
て
は
整
備
後
の
接
続
が
高

齢
化
で
、
空
き
家
等
の
問
題

点
も
あ
り
、
も
う
少
し
コ
ン

パ
ク
ト
に
で
き
な
か
っ
た
の

が
反
省
点
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　

運
動
公
園
跡
地
は
中

止
し
て
十
数
年
が
た
ち
現
在

も
一
部
を
除
け
ば
活
用
の
め

ど
が
立
っ
て
い
な
い
。ま
た
、

山
の
辺
の
道
も
現
在
通
れ
る

状
況
で
は
な
い
が
、
今
後
の

活
用
は
。

　
　
　

中
止
後
、
自
然
環
境

を
残
し
た
利
活
用
を
図
っ
た

が
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
保
全
管
理
を
続
け
な

が
ら
福
祉
施
設
等
の
民
間
活

用
を
図
っ
て
い
く
。
山
の
辺

の
道
は
防
犯
的
に
問
題
も
あ

り
検
討
す
る
。

北
島

市
長

北
島

市
長

　
　
　

３
期
１２
年
の
市
政
運

営
の
中
で
残
さ
れ
た
課
題
に

つ
い
て
。
運
動
公
園
跡
地
は

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
土
地

開
発
基
金
の
買
い
戻
し
は
計

画
的
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

平
成
２６
年
、
２７
年
は
買
い
戻

し
が
さ
れ
て
い
な
い
。
土
地

開
発
基
金
の
ま
ま

で
は
、
跡
地
は
運
動

公
園
以
外
に
利
活

用
が
で
き
な
い
。

　
　
　

跡
地
は
面

積
が
約
１３‌

ha
あ
る
。

平
成
２５
年
ま
で
に

約
７
ha
分
を
買
い

戻
し
て
い
る
。
平
成

２６
年
度
か
ら
は
財

政
健
全
化
を
優
先

す
る
考
え
に
立
ち
、

中
断
し
て
い
る
。
財

政
見
通
し
の
中
で

年
度
末
に
余
剰
金

な
ど
が
見
込
め
る

機
会
が
あ
っ
た
場

合
、買
い
戻
し
を
考
え
た
い
。

　
　
　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
用
地
買
収
は
済

ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

小
城
市
で
買
収

す
る
面
積
ベ
ー
ス
で
８８
％
、

登
記
名
義
人
ベ
ー
ス
で
９６
％

が
完
了
し
て
い
る
。

　
　
　

問
題
は
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
南
の
県
道

拡
幅
に
反
対
さ
れ
て
い
る

方
々
が
お
ら
れ
る
こ
と
だ
。

ど
う
対
応
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　

佐
賀
県
と
協
力

し
な
が
ら
関
係
者
の
ご
理
解

が
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
。

市
丸

市
長

市
丸

建
設
部
長

市
丸

建
設
部
長

市
政
運
営
の
中
で

残
さ
れ
た
課
題

市
長
跡
地
活
用
は
常
に
考
慮
し
な
が
ら

検
討
を
し
て
い
く

市丸　典夫▲どうなる運動公園跡地の利活用

市
長
の
自
己
評
価
と

反
省
点
は

市
長
合
併
し
て
財
政
的
に
強
化
さ
れ

色
々
事
業
が
で
き
た

北島　文孝

▲運動公園跡地の現況
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平
成
２８
年
度
ま
で
の

第
一
次
総
合
計
画
に
お
け
る

重
点
施
策
と
位
置
づ
け
ら
れ

た
市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て

の
ま
ち
づ
く
り
体
制
は
。
ま

た
、
計
画
的
整
備
及
び
地
域

拠
点
の
形
成
に
つ
い
て
の
現

状
と
今
後
の
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

平
成
１９
年
か
ら
２３
年

ま
で
は
芦
刈
地
区
の
都
市
再

生
整
備
計
画
に
基
づ
い
て
、

公
園
整
備
や
道
路
改
良
、
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
改

善
、
平
成
２２
年
度
か
ら
２７
年

度
ま
で
は
小
城
中
心
市
街
地

都
市
再
生
整
備
計
画
に
よ
る

取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
。

　

今
年
度
は
、
牛
津
拠
点
地

区
市
街
地
活
性
化
基
本
構
想

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

市
街
地
に
お
け
る
ま
ち
づ

く
り
体
制
の
確
立
に
つ
い
て

は
、
今
年
の
５
月
２０
日
に
牛

津
拠
点
地
区
の
市
街
地
活
性

化
協
議
会
を
設
立
し
て
お

り
、
市
街
地
の

活
性
化
に
む
け

た
構
想
に
つ

い
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
を

開
催
し
て
い
る
。

　

地
域
拠
点
の

形
成
に
つ
い

て
、
三
日
月
地

区
に
つ
い
て

は
、
本
庁
方
式

で
市
の
中
心
的

機
能
が
集
中
し

て
お
り
、
新
駅

の
要
望
も
き
て

い
る
が
、
な
か

な
か
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。
牛
津
駅
の
南
口

の
問
題
や
三
日
月
の
新
駅
に

つ
い
て
の
要
望
は
、
毎
年
Ｊ

Ｒ
の
ほ
う
に
要
望
書
を
出
し

て
い
る
。

深
川

市
長

▲牛津駅南の現状と建設中の小城市営住宅

　
　
　

現
在
実
施
さ
れ
て
い

る
健
康
診
断
や
検
診
に
つ
い

て
、
よ
い
部
分
・
必
要
な
項

目
に
つ
い
て
は
温
存
し
な
が

ら
も
、
改
善
も
含
め
、
新
し

い
項
目
を
付
加
す
る
検
討

は
、
小
城
市
と
し
て
の
利
益

の
た
め
に
も
、
市
民
健
康
の

維
持
や
更
な
る
向
上
の
た
め

に
も
よ
り
よ
い
方
向
性
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
。

　

聴
力
検
査
・
聞
こ
え
の
検

査
の
導
入
に
よ
り
、
聴
力
の

低
下
を
早
期
に
発
見
で
き
、

認
知
症
予
防
や
医
療
費
の
節

約
の
た
め
に
効
果
が
あ
る
と

も
言
わ
れ
る
。

　

乳
が
ん
検
診
で
行
わ
れ
る

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
の
判

定
に
、
超
音
波
に
よ
る
エ

コ
ー
検
査
の
導
入
に
よ
り
、

さ
ら
に
精
度
向
上
を
図
れ
る

と
思
う
。
ま
た
、
自
己
診
断

用
に
特
殊
な
グ
ロ
ー
ブ
を
配

布
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

　

子
宮
が
ん
検
診
に
は
細
胞

診
で
判
定
さ
れ
て
い
る
が
、

同
じ
検
体
か
ら
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル

ス
検
査
の
併
用

に
よ
り
、
早
期

に
発
見
で
き
る

と
考
え
る
。

　

ま
た
、
胃
の

中
に
存
在
し
て

い
る
ピ
ロ
リ
菌

の
抗
原
抗
体
を

検
査
す
る
た

め
、
健
診
メ

ニ
ュ
ー
に
追
加

し
た
ら
と
、
以

前
か
ら
提
言
し

て
い
る
が
。

　
　
　
　
　

県
内
他
市
町
の

動
向
や
医
師
会
の
考
え
に
基

づ
き
、
ま
ず
は
胃
が
ん
検
診

に
、
胃
カ
メ
ラ
に
よ
る
検
査

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

西

市
長
福
祉
部
長

西　　正博

健（
検
）診
の
よ
り
良
い

あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
え
は

市
長
受
診
率
向
上
に
よ
る
市
民
健
康
保

持
と
早
期
発
見
だ
と
考
え
る

市
街
地
の
整
備
と

体
制
の
確
立
の
現
状

市
長
今
年
度
は
牛
津
市
街
地
活
性
化

基
本
構
想
の
策
定
中

深川　高志
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市
長
中
部
広
域
内
観
光
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

商
品
の
確
立
も
一
つ
の
手

富永　正樹

地
域
振
興
に
つ
な
が
る

観
光
の
発
信
は

　
　
　

小
城
市
の
観
光
と
地

域
振
興
と
い
う
観
点
で
、
ど

の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
の
考
え

か
。

　
　
　

観
光
の
質
が
、
物
を

見
る
だ
け
で
な
く
、
体
験
型

や
滞
在
型
に
変
化
し
て
い

る
。
中
部
広
域
エ
リ
ア
で
の

観
光
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

確
立
す
る
の
も
一
つ
の
手
で

は
と
考
え
る
。

　
　
　

祇
園
祭
７
０
０
年
祭

の
事
業
の
一
環
で
、
九
州
千

葉
氏
の
祖
・
千
葉
宗む

ね

胤た
ね

夫
妻

の
供
養
墓
が
折
角
整
備
さ
れ

た
の
に
、
敷
地
一
角
に
土
中

に
埋
ま
っ
た
ま
ま
の
石
造
の

門
柱
を
掘
り
お
こ
さ
な
か
っ

た
の
は
、
画
龍
点
睛
を
欠
く

も
の
で
惜
し
ま
れ
る
。
助
言

な
り
指
導
は
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　
　
　

こ
の
墓
に
つ
い

て
は
江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た

供
養
墓
で
あ
る
こ
と
と
、
余

り
現
状
を
変
え
な
い
で
、
文

化
財
と
い
う
価
値
を
損
な
わ

ず
現
状
を
変
え
な
い
最
低
限

の
整
備
を
し

た
ら
ど
う
か

の
助
言
を
し

た
。

　
　
　

市
民

の
間
に
、
地

域
の
歴
史
・

文
化
遺
産
を

大
切
に
す
る

意
識
を
涵か

ん

養よ
う

す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
い

う
の
は
理
解

さ
れ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
域
の
誇

り
で
あ
る
貴
重
な
文
化
財

を
、
文
化
課
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
利
活
用
す
る
こ
と
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

富
永

市
長

富
永

文
化
課
長

富
永

商
工
観
光
課
長

▲�石の門柱を土中に残したまま整備された宗胤夫妻の墓
　
　
　

市
の
定
住
・
移
住
対

策
施
策
の
こ
れ
ま
で
に
お
け

る
人
口
増
の
成
果
と
課
題
は
。

　
　
　

平
成
２４
年
度
か
ら
２６

年
度
ま
で
で
１
４
９
件
３
︐

９
９
８
万
円
の
奨
励
金
を
交

付
し
て
い
る
。
一
定
の
成
果

は
あ
が
っ
た
と
思
う
が
、
人

口
の
自
然
減
や
社
会
減
が
著

し
く
、
現
行
の
事
業
に
よ
る

増
加
は
限
界
が
あ
る
と
い
う

ふ
う
に
思
う
。
今
後
は
、
社

会
資
本
の
整
備
や
住
環
境
の

整
備
、
ま
た
教
育
環
境
の
整

備
に
加
え
て
、
雇
用
面
や
子

育
て
支
援
な
ど
に
お
い
て
も

魅
力
あ
る
定
住
対
策
を
行
う

べ
き
と
思
う
。

　
　
　

市
内
行
政
区
に
顕
著

に
人
口
減
、
世
帯
減
が
見
ら

れ
る
地
区
は
。

　
　
　

１０
年
前
と
比
べ
て

１０
％
以
上
人
口
減
少
し
て
い

る
地
区
は
、
小
城
４５
地
区
、

三
日
月
１４
地
区
、
牛
津
１２
地

区
、芦
刈
１９
地
区
。

　
　
　

そ
う

い
っ
た
地
区
に

も
目
を
向
け
た

施
策
を
講
じ
て

い
く
べ
き
だ
と

考
え
る
が
。

　
　
　

現
在
の

ま
ま
で
は
一
律

に
解
決
を
図
る

と
い
う
の
は
難

し
い
と
い
う
認

識
を
持
っ
て
い

る
。

○
下
水
道
事
業
の
接
続
率
に

関
し
て
。

中
島

市
長

中
島

課
長

中
島

課
長

そ
の
他
の
質
問

定
住
・
移
住
対
策
は
十
分
か
。

市
長
更
な
る
研
究
を
重
ね
て
い
く
。

▲定住奨励金および三世代同居奨励金の実績

中島　正樹

申請月 奨励金額

市外→市内 市内→市内 計

世帯数 人数 世帯数 人数 世帯数 人数

H２４計 11,640,000  39世帯 120人 14世帯 41人 53世帯 161人

H２５計 18,250,000  48世帯 155人 17世帯 50人 65世帯 205人

H２６計 10,090,000  35世帯 109人 3世帯 32人 38世帯 141人

H２４〜
２６合計 39,980,000  122世帯 384人 34世帯 123人 156世帯 507人
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①�

学
校
教
育
に
お
け
る
部
活

動
の
位
置
付
け
は
。

②
生
徒
の
状
況
は
。

③
教
師
の
状
況
は
。

④
今
後
の
方
向
性
は
。

　
　
　
　

①�

教
育
課
程
外
（
教
科
で
は

な
い
）
だ
が
、
学
校
教
育

の
一
環
と
し
て
重
要
な
活

動
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
中
身
は
あ

く
ま
で
も
生
徒
の
自
主

的
、
自
発
的
な
活
動
で
あ

る
と
す
る
二
面
性
が
あ
る
。

②�
生
徒
の
加
入
率
は
約

７６
％
。
休
養
日
は
原
則
と

し
て
、
土
・
日
曜
日
の
い

ず
れ
か
。
ま
た
、
毎
週
月

曜
日
、
第
３
日
曜
日
を
設

定
し
運
用
し
て
い
る
。

③�

課
題
と
し
て
、
平
日
や
休

日
の
指
導
で
多
忙
感
を
感

じ
て
い
る
状
況
に
は
あ

る
。
複
数
顧
問
制
を
と
っ

て
お
り
、
外
部
指
導
者
に

協
力
を
得
て
い
る
学
校
が

２
校
、
７
名
。
教
職
員
の

特
殊
勤
務
手
当
と
し
て
、

土
・
日
曜
日
４
時
間
以
上

で
３
千
円
の
支
給
。

④�

本
年
６
月
の
文
科

省
通
達
で
は
、「
適

正
・
適
切
な
休
養

を
伴
わ
な
い
行
き

過
ぎ
た
活
動
は
、

教
員
、
生
徒
と
も

に
様
々
な
無
理
や

弊
害
を
生
む
」
と

さ
れ
た
。
ま
た
、

１６
年
ぶ
り
に
部
活

の
全
国
実
態
調
査

を
実
施
し
、
そ
れ

を
も
と
に
平
成
２９
年
度
に

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
成
さ

れ
る
。
部
活
動
の
持
つ
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
生
か
す

よ
う
取
り
組
む
。

○
住
宅
の
耐
震
化
の
取
り
組

み
な
ど

香
月

教
育
長

そ
の
他
の
質
問

部
活
の
教
師
の

多
忙
化
改
善
の
取
り
組
み
は

教
育
長
国
の
方
向
性
を
踏
ま
え

よ
り
よ
い
部
活
動
に
取
り
組
む

▲部活動で汗を流す（三日月中）

香月チエミ

松並　陽一

市
長
歳
入
も
厳
し
く
な
る
た
め
、

歳
出
を
精
査
し
て
い
く

今
後
の
一
般
会
計
の

見
通
し
は

　
　
　

一
般
会
計
額
が
２
２

０
億
円
に
も
膨
ら
む
要
因
は
。

　
　
　
　
　

合
併
し
て
か
ら

現
在
ま
で
、
学
校
や
庁
舎
の

建
設
な
ど
の
ハ
ー
ド
整
備
が

あ
っ
た
一
方
で
、「
強
い
農

業
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
な

ど
、
市
の
一
般
会
計
を
経
由

し
て
そ
の
ま
ま
出
て
い
く
予

算
も
多
い
。

　
　
　

２６
年
３
月
に
示
さ
れ

た「
新
市
建
設
計
画
の
変
更
」

で
は
歳
出
額
は
２８
年
度
１
８

３
億
円
、
２９
年
度
１
８
９
億

円
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
実

と
乖
離
し
て
い
る
理
由
は
。

　
　
　
　
　

地
方
創
生
の
取

り
組
み
や
ふ
る
さ
と
納
税
な

ど
、
国
の
制
度
や
考
え
方
が

大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
な
ど

が
理
由
で
あ
る
。

子
ど
も
の
ス
マ
ホ
利
用

　
　
　

市
内
の
子
ど
も
た
ち

の
所
持
の
状
況
は
。

　
　
　
　

２８
年
４
月
の
調
査

で
は
、
小
学
校
６
年
生
の

６５
％
、
中
学
３
年
生
の
８２
％

が
所
持
し
て
お
り
、
年
々
増

加
し
て
い
る
。

　
　
　

子
ど
も
の
ス
マ
ホ
の

過
度
な
利
用
は
、成
長
と
学
力

に
悪
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
条
例
な
ど
で
規
制
す

る
考
え
は
。

　
　
　
　

今
す
ぐ
に
は
難
し

い
が
、
検
討
し
て
い
く
必
要

は
あ
る
。

松
並

総
務
部
長

松
並

総
務
部
長

松
並

教
育
長

松
並

教
育
長

▲増額傾向にある一般会計歳出の主な内容

（単位：億円）
平成１７年度 １９年度 ２１年度 ２３年度 ２５年度 ２７年度

民生費  ３８.４  ３９.５  ３９.５  ４８.５  ５３.８  ５８.６
衛生費  １５.１  １５.１  １８.８  ２０.７  ２１.４  ２１.９
土木費  １０.９   ７.７ 　　９.９  １４.１  １４.９  １８.９
公債費

（借金返済）  １５.５  ２０.３  ２１.５  ２９.５  ２５.１  ２９.４

一般会計合計 １５３.７ １５８.３ １８３.４ ２０１.８ ２０８.７ ２２１.６
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子
ど
も
達
の
安
全
対

策
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　

学
校
保
健
安
全
法

に
従
い
、
学
校
安
全
計
画
、

学
校
に
お
け
る
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
安
全
マ
ッ
プ
の

作
成
に
つ
い
て
、
実
効
あ
る

学
校
安
全
の
推
進
を
行
っ
て

い
る
。

　

内
容
は
①
自
他
の
命
を
守

る
交
通
安
全
の
推
進
②
防
災

対
応
能
力
の

向
上
を
図
る

防
災
安
全
の

推
進
③
不
審

者
対
応
な
ど

の
防
犯
。
熱

中
症
予
防
、

学
校
で
の
事

故
防
止
等
生

活
安
全
の
推

進
な
ど
の
方

針
を
策
定

し
、
各
学
校

で
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

特
に
交
通

安
全
教
育
に
つ
い
て
は
、
特

別
活
動
の
時
間
を
使
っ
て
、

体
験
を
通
し
て
学
ぶ
よ
う
に

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
通
学

路
に
つ
い
て
も
、
小
城
市
通

学
路
安
全
推
進
会
議
で
審
議

さ
れ
、
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
代

の
補
助
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　

保
護
者
が

購
入
す
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
市
長
に
よ
る
通
学
路
の
視

察
に
つ
い
て

○
総
合
戦
略
の
地
域
を
磨
く

小
城
づ
く
り
に
つ
い
て

○
６
月
大
雨
の
被
害
と
復
旧

光
岡

教
育
長

光
岡

学
校
教
育
課
長

光岡　　実

子
ど
も
達
の
安
全
対
策
は

万
全
か

教
育
長
実
効
あ
る
学
校
安
全
の
推
進
を

行
っ
て
い
る

▲小学校での実技による交通安全教室の様子

　
　
　

小
城
市
の
観
光
に
つ

い
て

①
現
状
と
課
題
は
。

②�

観
光
協
会
の
役
割
と
剰
余

金
に
つ
い
て
。

③�

観
光
プ
ラ
ン
策
定
に
つ
い

て
の
考
え
方
。

　
　
　

①
季
節
ご
と
の
イ
ベ

ン
ト
や
食
、
史
跡
等
へ
年
間

約
４６
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
る
が
、
宿
泊
施
設
が
少

な
く
短
期
滞
在
に
な
っ
て
い

る
。
佐
賀
空
港
を
利
用
し
た

ア
ジ
ア
か
ら
の
団
体
客
や
小

規
模
の
観
光
客
に
向
け
て
、

中
部
広
域
連
合
域
内
の
連
携

や
ネ
ッ
ト
関
係
の
活
用
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

②
観
光
振
興
に
つ
い
て
民
間

感
覚
を
活
か
し
た
取
り
組
み

や
協
議
が
さ
れ
て
い
る
。

外
国
人
観

光
客
に
向

け
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
な
ど
も

作
成
し
て

い
る
。
ふ

る
さ
と
納

税
の
業
務

で
、
法
人

税
等
を
除

け
ば
約
８

千
万
円
の
剰
余
金
が
出
る

が
、
観
光
振
興
の
た
め
に
役

立
て
る
よ
う
協
議
を
し
て
い

る
。

③
観
光
協
会
が
中
心
と
な
っ

て
来
年
３
月
ま
で
に
観
光
計

画
を
策
定
す
る
。
商
工
観
光

課
と
し
て
も
検
討
し
て
い
く
。

小
城
市
の
未
来
像
と
は

　
　
　

立
地
適
正
化
計
画
で

目
指
す
小
城
市
の
未
来
像
と

「
ア
イ
ル
資
源
磨
き
構
想
」

と
の
関
係
は
。

　
　
　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・

プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

健
康
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
整
合
性
を
持
っ
て

取
り
組
む
。

江
島

市
長

江
島

市
長

時
代
を
見
据
え
た

観
光
行
政
の
推
進
を

市
長
観
光
協
会
や
周
辺
市
町
と
の

連
携
で
推
進
す
る

江島佐知子

　
▶︎
毎
年
約
２
万
人
の
人
出
で
賑
わ
う
清
水
竹
灯あ
か

り

一一 般般 質質 問問市政を問う 一一 般般 質質 問問市政を問う一一 般般 質質 問問市政を問う 一一 般般 質質 問問市政を問う
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14人が

一
般
質
問
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議
会
改
革
検
討

委
員
会
で

２
年
半
の
協
議

　

議
会
改
革
に
つ
い
て
は
、

改
選
後
の
議
員
で
構
成
す
る

議
会
改
革
検
討
委
員
会
（
１１

人
）
を
平
成
２６
年
４
月
に
設

置
し
、
こ
れ
ま
で
鳥
栖
市
議

会
・
神
埼
市
議
会
へ
の
視
察

な
ど
を
含
め
１９
回
の
委
員
会

を
開
催
。
こ
の
中
で
、
議
会

基
本
条
例
の
改
正
や
活
発
な

委
員
会
活
動
の
具
体
的
な
提

案
、
決
算
審
査
の
指
摘
事
項

が
新
年
度
予
算
に
反
映
で
き

る
よ
う
９
月
定
例
会
で
認
定

採
決
を
行
う
こ
と
な
ど
を
決

定
。

　

な
お
、
議
場
へ
の
パ
ソ
コ

ン
の
持
ち
込
み
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
導
入
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
検
討
。

　

残
る
検
討
課
題
は
議
員

定
数
と
な

り
、
全
議

員
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を

実
施
し
、

こ
れ
を
も

と
に
特
別

委
員
会
を

設
置
し
、

１２
月
議
会

を
目
標
に

結
論
を
出

す
こ
と
と

し
た
。

議
会
改
革
特
別

委
員
会
で
の
協
議

　

特
別
委
員
会
設
置
に
あ

た
っ
て
は
、
今
後
の
市
の
行

政
運
営
を
見
据
え
た
中
で
、

議
会
の
構
成
を
含
め
議
員
定

数
等
に
つ
い
て
、
小
城
市
議

会
基
本
条
例
を
尊
重
し
、
専

門
的
か
つ
集
中
し
て
調
査
・

研
究
を
進
め
る
た
め
、
１２
人

の
議
員
で
構
成
す
る
議
会
改

革
特
別
委
員
会
が
議
員
発
議

で
９
月
議
会
に
於
い
て
設
置

さ
れ
た
。

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
の

委
員
長
に
北
島
文
孝
議
員
、

副
委
員
長
に
岸
川
英
樹
議
員

を
選
出
し
た
。

　

こ
の
特
別
委
員
会
で
は
、

次
の
４
件
に
つ
い
て
議
論
す

る
こ
と
と
し
た
。

１
、
議
員
定
数
に
つ
い
て

２
、
議
員
報
酬
に
つ
い
て

３
、
政
務
活
動
費
に
つ
い
て

４
、
費
用
弁
償
に
つ
い
て

議員発議で
議会改革特別委員会を設置

議
員
定
数
等
協
議
始
ま
る

議会改革特別委員会委員　１２人
委　　員　　名

◎北　島　文　孝
○岸　川　英　樹
　松　並　陽　一
　永　渕　和　正
　光　岡　　　実
　富　永　正　樹
　諸　泉　定　次
　中　島　正　樹
　上　瀧　政　登
　香　月　チエミ
　松　尾　義　幸
　下　村　仁　司

◎：委員長　○：副委員長

▶︎
２８
年
５
月
議
会
改
革
検
討
委
員
会
で
の
神
埼
市
議
会
視
察

▲議会改革特別委員会での審議

議
会
改
革
特
別
委
員
会
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議会報告会を開催
　７月２７・２８日、市内４か所において４回目の議会報告会を開催し、６３名の方々にご参加いただきました。
　会場において出された意見、質疑、アンケートから掲載しました。一部は、後日、執行部に確認を行
い、加筆修正したものもあります。

ゆ
め
ぷ
ら
っ
と
小
城
は

問

何
の
目
的
の
た
め
に
つ
く
ら

れ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。

答

「
ゆ
め
ぷ
ら
っ
と
」
は
公
民

館
の
合
築
変
更
や
、
人
件
費
、
資
機

材
の
高
騰
な
ど
で
２３
億
９
︐
７
０
０

万
円
に
な
り
、
ま
た
、
変
更
で
現
在

の
金
額
に
な
っ
て
い
る
。
早
い
段
階

で
変
更
の
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
何
ら
議
会
に
報
告
が
な
く
不
愉

快
な
思
い
を
し
た
。
工
程
会
議
に
は

職
員
が
出
席
し
て
い
る
と
聞
く
が
、

そ
の
内
容
を
上
司
、
課
内
で
の
協
議

が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
今
後

の
反
省
点
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
行
く
べ
き
で
あ
る
。

問

元
々
の
計
画
段
階
か
ら
約
3

倍
に
工
事
費
が
膨
れ
上
が
っ
た
と
聞

い
た
。
当
初
計
画
の
金
額
は
い
く
ら

だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
な
ぜ
こ
ん
な

こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

答

最
初
は
交
流
セ
ン
タ
ー
と
い

う
こ
と
で
、
金
額
は
８
億
円
く
ら
い

だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
計
画
段

階
で
、
別
途
に
小
城
公
民
館
の
老
朽

化
に
よ
り
雨
漏
り
等
が
し
て
い
た
こ

と
か
ら
建
て
替
え
の
話
は
あ
っ
た
。

交
流
セ
ン
タ
ー
を
作
っ
て
、
ま
た
２０

億
円
使
っ
て
小
城
公
民
館
を
建
て
る

よ
り
も
交
流
セ
ン
タ
ー
に
公
民
館
機

能
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

当
時
の
試
算
で
１６
億
円
程
度
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
議
会
と

し
て
も
こ
れ
を
可
決
し
た
。
そ
の
後

に
資
機
材
や
人
件
費
の
高
騰
が
あ
り

約
4
億
円
の
追
加
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
議
会
へ
の
提
案
が
あ
っ
た
。

そ
の
時
も
議
会
で
追
及
し
た
が
、
最

終
的
に
調
査
し
た
結
果
、
値
上
が
り

分
は
妥
当
な
額
で
あ
る
と
判
断
し
、

交
流
セ
ン
タ
ー
と
公
民
館
を
別
々
に

建
て
る
よ
り
も
効
率
的
と
い
う
判
断

か
ら
可
決
し
た
。
そ
れ
が
済
ん
だ
あ

と
で
工
事
費
に
約
２
︐
７
０
０
万
円

の
不
足
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
、
上

司
に
報
告
し
な
い
で
工
事
が
終
わ

り
、
引
き
渡
し
が
あ
っ
た
後
に
発
覚

し
た
。
通
常
で
は
引
き
渡
し
が
行
わ

れ
る
前
に
議
会
に
諮
る
べ
き
こ
と
で

あ
っ
た
が
市
長
も
全
然
知
ら
な
か
っ

た
と
い
う
話
だ
っ
た
。
議
会
の
中

で
、
市
長
は
必
ず
調
査
を
し
て
議
会

に
報
告
す
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た
の

で
、
実
際
、
工
事
費
は
か
か
っ
て
い

る
し
真
相
解
明
も
約
束
し
た
こ
と
か

ら
議
会
と
し
て
は
追
認
と
い
う
形
で

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。
そ
の
時
点

で
、
再
発
防
止
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た

の
で
、
作
成
し
た
ら
議
会
に
も
提
示

が
あ
る
よ
う
に
申
し
出
を
し
た
。

問

庇ひ
さ
し

の
追
加
工
事
は
設
計
ミ
ス
。

市
が
支
払
う
べ
き
も
の
じ
ゃ
な
い
。

な
ぜ
こ
の
設
計
会
社
を
選
ん
だ
の
か
。

答

設
計
会
社
選
定
の
経
緯
経
過

は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
幅
広
く

色
々
な
方
の
意
見
や
提
案
を
受
け
た

い
と
い
う
こ
と
で
、
市
は
公
募
を
か

け
た
。
３
業
者
の
応
募
が
あ
り
、
小

城
公
民
館
の
大
会
議
室
に
お
い
て
、

一
般
の
方
々
に
も
オ
ー
プ
ン
に
し
て

提
案
を
さ
れ
た
。
外
部
の
選
考
委
員

も
入
れ
、
業
者
名
を
伏
せ
た
形
で
採

点
を
行
っ
た
結
果
、
当
該
設
計
会
社

が
選
定
さ
れ
た
。

問

収
容
人
員
が
５
０
０
人
と

な
っ
て
い
る
が
駐
車
場
が
全
然
足
り

て
い
な
い
。
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
時
と

か
は
大
丈
夫
か
。
ま
た
、
小
城
市
が

補
助
金
を
出
し
て
い
る
各
サ
ー
ク
ル

等
が
イ
ベ
ン
ト
す
る
と
き
は
な
る
べ

く
「
ゆ
め
ぷ
ら
っ
と
」
を
使
う
よ
う

に
通
達
が
来
て
い
る
と
聞
く
が
、
そ

う
い
う
講
演
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
は
４

町
を
回
す
べ
き
。

答

議
会
と
し
て
も
ゆ
め
ぷ
ら
っ

と
駐
車
場
に
つ
い
て
は
何
度
と
な
く

質
問
し
て
い
る
が
、
執
行
部
か
ら
の

答
弁
は
今
の
小
城
公
園
の
駐
車
場
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
一
点

張
り
。
イ
ベ
ン
ト
の
時
は
周
り
の
地

区
の
駐
車
場
に
お
願
い
を
し
て
停
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い

る
。
講
演
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

に
つ
い
て
は
、
４
町
を
う
ま
く
回
し

て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
こ
と
を
執
行
部
に
強
く
要

望
し
て
い
く
。

西
九
州
大
学
地
域

看
護
学
部
誘
致
は

問

小
城
市
に
も
っ
て
く
る
理
由

は
何
か
。
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
か
。

答

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
、
高
齢
者
社
会
で
の

看
護
の
重
要
性
な
ど
が
あ
る
。
小
城
市

内
で
勉
強
し
た
人
が
で
き
る
限
り
小
城

市
内
で
小
城
市
民
の
た
め
に
役
立
っ
て

も
ら
う
。
ま
た
、
３
６
０
名
の
学
生
と

各
分
野
で
の
活
発
な
や
り
取
り

議
会
報
告
会
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約
４０
名
の
教
員
で
経
済
効
果

は
執
行
部
の
試
算
で
年
間
約

８
億
円
あ
る
と
聞
く
。
ま
た
、

若
い
人
の
交
流
で
ま
ち
の
活

性
化
が
図
れ
る
と
い
う
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

問

西
九
州
大
学
へ
の
小

城
市
の
持
ち
出
し
は
こ
れ
で

終
わ
り
な
の
か
。

答

大
学
と
し
て
は
19
億

８
千
万
円
の
計
画
が
あ
る
。

６
月
議
会
で
は
７
億
５
︐
７

３
５
万
円
を
支
援
す
る
と
い

う
こ
と
で
の
債
務
負
担
行
為

を
可
決
し
て
い
る
。
あ
と
別

に
大
学
誘
致
周
辺
環
境
整
備

で
事
業
費
は
１
億
４
︐
２
３

６
万
円
か
か
る
。
他
に
プ
ー

ル
用
地
の
取
得
に
７
︐
８
１

５
万
円
か
か
る
の
で
、
大
学

関
係
全
体
で
９
億
７
︐
７
８

７
万
円
が
現
時
点
で
の
大
学

誘
致
に
伴
う
財
政
負
担
と

な
っ
て
い
る
。

問

わ
ざ
わ
ざ
あ
ん
な
狭

い
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
他
の

場
所
で
も
よ
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

答

執
行
部
は
、
中
心
市

街
地
を
整
備
し
て
い
く
中
に

お
い
て
、
文
教
地
区
と
い
う

こ
と
で
大
学
を
入
れ
て
い
く

考
え
方
で
あ
っ
た
。

ご
指
摘
の
通
り
、
議

会
で
も
、
も
う
少
し

広
い
場
所
も
あ
る
の

で
は
と
い
う
意
見
も

多
く
出
た
。
小
城

町
の
運
動
公
園
の
跡

地
、
牛
津
の
庁
舎
跡

地
も
あ
っ
た
。
色
々

議
論
は
し
た
が
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
く
と
い

う
執
行
部
の
考
え
方

の
中
で
現
在
地
に

な
っ
た
と
の
説
明
を

受
け
た
。

防
災
・
避
難
所
は

問

防
災
無
線
が
聞
こ
え

な
い
。
４
月
に
区
長
か
ら
連

絡
し
て
も
ら
い
８
月
に
や
っ

と
対
応
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
牛
津
町
の
避

難
場
所
が
一
番
低
い
公
民
館

に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
避
難

場
所
に
な
っ
て
い
る
の
か
防

災
対
策
課
に
い
っ
て
も
改
善

さ
れ
て
い
な
い
。
住
民
が
何

に
困
っ
て
い
る
の
か
、
積
極

的
に
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

答

防
災
無
線
が
聞
こ
え

に
く
い
件
は
委
員
会
審
議
で

も
取
り
上
げ
た
が
ま
だ
充
分

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、
堤

防
が
決
壊
ま
で
は
し
な
い
け

れ
ど
も
避
難
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
は
公
民
館
は
有

効
だ
と
思
う
。
避
難
場
所
等

に
つ
い
て
は
防
災
会
議
の
な

か
で
諮
っ
て
検
討
す
る
こ
と

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
若
干

時
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

道
路
・
交
通
は

問

時
間
的
に
利
用
し
づ

ら
い
巡
回
バ
ス
の
運
行
表
を

誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め

て
い
る
の
か
。

答

小
城
市
公
共
交
通
協

議
会
の
中
で
巡
回
バ
ス
の
運

行
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
て
い

る
。
地
域
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
ベ
ス
ト
で
は
な
い
が
よ
り

ベ
タ
ー
な
コ
ー
ス
づ
く
り
と

な
っ
て
い
る
。
乗
車
率
等
の

問
題
は
あ
る
の
で
議
会
の
中

で
質
疑
が
あ
っ
た
が
こ
れ
と

い
っ
た
解
決
策
は
な
く
、
今

後
の
課
題
と
い
う
こ
と
で
執

行
部
と
も
協
議
し
て
い
く
。

問

牛
津
駅
か
ら
新
町
、

砥
川
大
橋
、
砥
川
町
を
過
ぎ

て
３４
号
線
に
合
流
す
る
県
道

が
、
市
道
に
な
っ
た
ら
、
橋

の
修
理
は
ど
こ
が
す
る
の
か
。

答

砥
川
大
橋
を
管
理
す

る
と
な
る
と
財
政
的
負
担
が

大
き
い
の
で
は
な
い
か
と

か
、
水
害
の
危
険
性
が
あ
る

と
か
、
色
々
な
意
見
が
あ
っ

た
が
、
可
決
し
た
。
橋
は
市

が
管
理
す
る
こ
と
に
な
る
。

問

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

チ
ェ
ン
ジ
に
接
続
す
る
道
路

の
拡
幅
に
反
対
の
住
民
が
お

ら
れ
、
村
の
真
ん
中
を
通
す

の
で
は
な
く
て
人
里
離
れ
た

バ
イ
パ
ス
に
し
て
ほ
し
い
と

い
う
意
見
が
、
今
頃
に
な
っ

て
出
て
き
て
い
る
。
生
活
居

住
環
境
を
考
え
る
と
、騒
音
、

振
動
で
安
眠
も
で
き
な
い
の

で
も
う
一
度
検
討
し
て
い
た

だ
い
た
ら
あ
り
が
た
い
。
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
た
め
の
買
収
も
終
わ
っ
て

な
い
の
に
見
切
り
発
車
の
よ

う
な
工
事
を
行
っ
て
い
て
疑

問
を
持
っ
て
い
る
。

答

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
道
路
拡
幅
は
県

道
な
の
で
県
の
事
業
で
市
の

担
当
者
が
お
手
伝
い
を
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
た
。
地
域

か
ら
も
一
部
要
望
が
出
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

ア
イ
ル
資
源

磨
き
構
想
は

問

構
想
の
方
向
性
に
つ
い

て
は
、ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

平
成
27
年
度
中
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
で
の

市
民
会
議
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
よ
り
、
市
民
の
意

見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
基
本

構
想
を
策
定
し
て
い
る
。
平

成
28
年
度
は
基
本
構
想
を
も

と
に
基
本
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
計
画

策
定
に
つ
い
て
は
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
、

Ｐ
Ｐ
Ｐ
な
ど
に
よ
る
官
民
連

携
手
法
が
導
入
可
能
か
ど
う

か
を
調
査
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
国
土
交
通
省
の
先
導
的

官
民
連
携
支
援
事
業
の
補
助

を
受
け
な
が
ら
基
本
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
市

民
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
は
、

で
き
る
も
の
、
で
き
な
い
も

の
が
あ
る
と
想
定
し
、
今
後

基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
く

な
か
で
意
見
を
共
有
し
、
材

料
と
し
て
い
く
と
執
行
部
か

ら
説
明
を
受
け
て
い
る
。

小
城
町
の

運
動
公
園
跡
地
は

問

用
地
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答

土
地
開
発
基
金
で
そ

の
土
地
を
取
得
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
一
旦
一
般
財
源
で
買

戻
し
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
を
し
て
な
か
っ

た
の
で
、今
、随
時
買
戻
し
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
現
在

半
分
ほ
ど
買
い
戻
し
て
い
る
。

議
会
報
告
会
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問 

平
成
２０
年
に
策
定
さ
れ
た

「
小
城
市
総
合
計
画
後
期
計
画
」

の
検
証
結
果
と
、
そ
れ
を
今
回
ど

う
生
か
し
た
か
。

答 

施
策
の
評
価
や
事
務
事
業
優

先
評
価
を
通
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
課
題
を
抽
出
し
新
た
に
目
標
値

設
定
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
第

２
次
総
合
計
画
に
生
か
し
て
い
る
。

問 

市
長
自
身
の
考
え
や
思
い
は
、

ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

答 

基
本
構
想
に
は
、
市
民
が
小

城
市
に
誇
り
を
持
ち
、
元
気
で
幸

福
感
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。（
市

長
が
）
こ
れ
ま
で
考
え
て
き
た
こ

と
が
、
１０
の
政
策
や
そ
れ
ぞ
れ
の

施
策
に
あ
る
程
度
網
羅
さ
れ
て
い

る
。

問 
人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
た

施
策
は
、具
体
的
に
ど
の
部
分
か
。

答 

今
回
策
定
し
た
総
合
計
画
の

下
に
位
置
す
る
総
合
戦
略
の
中

で
、具
体
的
に
示
し
て
い
き
た
い
。

問 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

ま
ち
づ
く
り
で
力
を
入
れ
る
べ
き

と
こ
ろ
の
１
位
は
「
就
労
の
場
の

拡
充
」
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
か
。

答 

引
き
続
き
企
業
誘
致
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

一
方
で
、
県
都
で
あ
る
佐
賀
市
で

就
労
し
て
も
ら
う
環
境
を
整
え
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

問 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
そ
の
も
の

が
、
こ
の
基
本
計
画
に
反
映
さ
れ

て
い
な
い

の
で
は
な

い
か
。

答 

ア
ン

ケ
ー
ト
で

満
足
度
が

低
い
項
目

を
解
消
す

る
た
め
の

方
向
性
を

基
本
計
画

の
政
策
で

示
し
て
お

り
、
具
体

的
な
事
務

事
業
に
つ

い
て
は
、

ア
ン
ケ
ー

ト
を
元
に

検
討
し
て

い
く
。

問 
産
業

関
係
の
目

標
値
の
設
定
に
つ
い
て
、
漁
業
出

荷
額
は
増
加
し
て
い
る
一
方
で
、

農
業
収
入
額
は
減
少
し
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
は
。

答 

農
地
の
集
約
化
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

米
の
価
格
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、

農
業
収
入
額
は
減
少
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

「第2次小城市総合計画の基本構想
及び基本計画」を可決

　これからの新たな時代にふさわしいまちづくりを実現するための指針として、小城市総合計画
策定条例第3号の規定に基づき、平成２９年度から３７年度を期間とする第2次小城市総合計画の基
本構想と基本計画を賛成多数で可決した。市民アンケート調査や、まちづくり市民会議を元に、
市の目指す将来像を「誇

こ
郷
きょう

幸
こう

輝
き

～みんなの笑顔が輝き 幸せを感じる ふるさと小城市～」とする
ものである。柱となる１０の政策（①住環境 ②交通 ③自然・歴史・文化 ④健康・スポーツ ⑤高齢者・
福祉 ⑥子育て・教育 ⑦産業・雇用 ⑧地域活性化 ⑨観光・広報 ⑩安全・安心）は３３の施策に細
分化され、それぞれに対象、意図、基本事業、成果指標が設定されている。
　議員からは、一般質問、議案質疑、勉強会において、多くの質問や質疑がされており、その
内容は以下の通りである。

▲まちづくり市民会議での議論の様子

第
2
次
総
合
計
画
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平
成
１９
年
度
か
ら
２０
年

度
に
わ
た
っ
た
小
城
中
学

校
改
築
で
の
調
査
か
ら
出

土
し
た
も
の
で
、
遺
跡
名

は
丁ち

ょ
う

永え
い

遺
跡
。
円
盤
型
の

片へ
ん

状じ
ょ
う

蛇じ
ゃ

紋も
ん

岩が
ん

製
の
中
央
部

に
穴
を
開
け
、
糸
巻
き
棒

を
通
し
て
繊
維
に
撚よ

り
を

か
け
る
際
に
使
わ
れ
た
弾は
ず

み
車ぐ
る
ま

で
あ
る
。
丁ひ
の
と
の
い
の
と
し

亥
年

　

六
月
十
二
日

□
（
亦
も
し
く
は
赤
カ
）

十
□（

万
呂
カ
）
□
①
「
丁ひ

の
と
の
い
の
と
し

亥
年

　

六
月
十
二
日　

亦い

十と

万（
う
）

呂ま
ろ

、」、
②
丁ひ

の
と
の
い
の
と
し

亥
年

　

六
月
十
二
日　

赤あ

十と

万（
う
）

呂ま
ろ

」
と
二
通
り
に

読
め
る
文
字
が
彫
ら
れ
、

六
朝
風
の
字
体
の
特
徴
を

遺
し
、
飛あ

す
か鳥
・
藤ふ

じ
わ
ら
の
み
や
あ
と

原
宮
跡

出
土
の
７
世
紀
代
の
木も
っ

簡か
ん

や
、
法
隆
寺
に
伝
来
し
た

文も
ん

書じ
ょ

に
み
え
る
文
字
と
も

共
通
し
て
い
る
と
考
察
さ

れ
て
い
る
。
又
、
記
載
内

容
・
書
式
か
ら
関
東
地
方

出
土
の
も
の
と
共
通
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か

の
祭
祀
・
信
仰
儀
礼
等
に

か
か
わ
っ
て
文
字
が
記
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
紡ぼ
う

錘す
い

車し
ゃ

が
な
ぜ
小
城
の

地
で
出
土
し
た
か
に
つ
い

て
は
、
東
国
か
ら
の
移
住

者
や
防さ

き

人も
り

と
し
て
派
遣
さ

れ
た
人
々
の
存
在
が
考
え

ら
れ
る
説
と
、
形
状
等
か

ら
東
国
等
か
ら
の
搬
入
品

と
い
う
よ
り
在
地
で
製
作

さ
れ
た
も
の
と
い
う
二
説

に
分
か
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
紀き

年ね
ん

銘め
い

の

あ
る
紡
錘
車
は
全
国
で
５

例
し
か
な
く
、
そ
の
中
で

も
一
番
古
い
も
の
で
貴
重

な
文
化
財
で
あ
る
こ
と
に

は
変
わ
ら
な
い
。

丁ち
ょ
う

永え
い

遺い

跡せ
き

出し
ゅ
つ

土ど

、

刻こ
く

書し
ょ

紡ぼ
う

錘す
い

車し
ゃ

�

（
六
四
八
年
）

（
寸
法
）�

直
径
４・５８
㎝

�

厚
さ
０・７５
㎝

�

孔
径
０・７７
㎝

�

重
量
２７・５
ｇ

〈�

小
城
市
立
歴
史
資
料
館

蔵
、
市
重
要
文
化
財
・

平
成
２０
年
１２
月
２２
日
指

定
〉

表
紙
の
紹
介

知 せお ら

１２月１日（木） 定例会《開会》

　　５日（月） 一般質問

　　６日（火） 一般質問

　　７日（水） 一般質問

　　８日（木） 一般質問

　　９日（金） 議案質疑

　　１２日（月） 議案質疑

　　1３日（火） 総務常任委員会

　　14日（水） 産業建設常任委員会

　　15日（木） 文教厚生常任委員会

　　２０日（火） 討論・採決《閉会》

（※日程など都合により変更になる場合もあります。）

第４回定例会の予定

消
防
団
夏
季
訓
練

（
8
月
21
日
）

有
明
海
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

（
8
月
24
日
）

佐
賀
県
市
議
会
　
議
員
研
修
会

�

（
７
月
２９
日
）

て て

て

議
員
活
動
あ
れ
こ
れ

お
知
ら
せ

表
紙
の
紹
介



地域の学び舎
vol.11

小城市立

牛津中学校
うし づ

一
、
紫
煙
の
か
す
み
　
朝
日
に
映
え
て

　
　
大
い
な
る
か
な
　
天
山
は

　
　
若
き
血
潮
を
　
た
ぎ
ら
せ
て

　
　
高
き
望
み
を
　
う
ち
た
て
ん

二
、
黄
金
色
の
波
　
広
ぼ
う
と
し
て

　
　
豊
か
に
流
る
る
　
牛
津
川

　
　
幸
の
筑
紫
野
　
　
遙
し

　
　
寛
き
心
を
　
養
わ
ん

三
、
緑
の
山
河
　
歴
史
を
秘
め
て

　
　
つ
と
に
開
け
し
　
わ
が
郷
土

　
　
夢
は
る
か
な
る
　
学
び
舎
に

　
　
深
き
ま
こ
と
を
　
究
め
な
ん

牛
津
中
学
校
　校
歌

し
え
ん

ひ
ろ こ

ん
じ
き

し
ょ
う
よ
う

学校教育目標
『確かな学力・豊かな心・健やかな体の育成』

夢の実現のために明るく活気に満ちた学校創りを目指して

目指す学校像
⃝信頼される学校　
⃝特色ある学校
⃝明るく元気な学校

目指す教師像
⃝協働する教師
⃝教育愛に燃える教師
⃝人間力を高める教師

目指す生徒像
⃝自ら学び、考え、判断する生徒
⃝礼儀正しく、思いやりのある生徒
⃝心身ともに逞しい生徒

　　�　�昭和３５年５月　牛津・砥川両中学校統合により
校名を牛津町立牛津中学校と称す

　　　　２９２名（男子１５７名、女子１３５名）

創立

生徒数

英知： 勉強に励み真に役立つ知識を身に
つける。

敬愛： 人間を愛し人を敬い、思いやりの
心を育てる。

練磨： 心を磨き体を鍛える。

校　　訓

❖５月　修学旅行

❖５月　スケッチ会

❖８月　２年職場体験

❖８月　３年サマースクール

❖９月　体育大会

❖ １０月　津拓祭

❖２月　百人一首大会

❖２月　避難訓練

主
な
行
事
・
事
業

編
集
後
記

　
心
配
さ
れ
て
い
た
台
風
被

害
も
少
な
く
、
佐
賀
平
野
は

収
穫
の
秋
を
迎
え
て
い
る
。

本
号
で
は
７
月
に
開
か
れ
た

４
回
目
の
議
会
報
告
会
で
の

質
疑
応
答
及
び
、
今
定
例
会

で
審
査
さ
れ
た
決
算
特
別
委

員
会
で
の
決
算
報
告
を
併
せ

て
収
録
し
た
。
議
会
側
と
市

執
行
部
の

Ｐ（P

プ
ラ
ン

lan

・
計
画
）

Ｄ（D

ド
ウ

o

・
実
行
）

Ｃ（C

チ

ェ

ッ

ク

heck

・
評
価
）

Ａ（A

ア
ク
シ
ョ
ン

ction

・
改
善
）

の
循
環
を
好
転
さ
せ
、
次
年

度
の
予
算
や
活
動
へ
反
映
さ

せ
る
た
め
に
も
、
報
告
会
と

決
算
特
別
委
員
会
は
大
事
な

も
の
と
考
え
る
。
本
紙
が
市

民
の
皆
様
と
議
会
と
の
架
け

橋
と
な
る
よ
う
今
後
も
一
層

力
を
入
れ
て
い
く
所
存
で
あ

る
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

�

（
富
）

委
員
長　
　

永
渕　

和
正

副
委
員
長　

松
並　

陽
一

委　

員　
　

富
永　

正
樹

諸
泉　

定
次

　

松
尾　

義
幸

　

堤　
　

克
彦
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